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特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2022 年３月期第４四半期連結会計期間において、特別損失を計上することにしましたのでお知らせ

いたします。また、2021年４月28日に公表した2022年３月期の通期業績予想を下記の通り修正しましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

（1）減損損失 

 当社は、国内及び海外市場での業容拡大を目的に2019 年４月にカイロ事業を譲受けましたが、暖冬傾向の

継続、長引くコロナ感染による海外展開の停滞及び外出の減少、新規商品育成の遅延、国内市場の競争激化に

より、当初想定していた収益が見込めなくなりました。この状況を考慮し、直近の業績の動向を踏まえた将来

の回収可能性を検討した結果、カイロ事業に係るのれんの未償却残高の全額及び事業用資産の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失に計上することにしました。 

 これにより当社は、当第４四半期連結会計期間において、減損損失15億73百万円を特別損失に計上するこ

とにしました。 

 なお、今後のカイロ事業については、戦略の見直しを図ってまいります。 

 

（2）子会社株式評価損 

 当社が保有する連結子会社であるＳ．Ｔ．（タイランド）の株式について「金融商品に関する会計基準」に

基づき評価をした結果、株式の実質価額が著しく低下したことにより、当第４四半期会計期間において減損処

理を行い、子会社株式評価損1億92百万円を特別損失に計上することにしました。 

 なお、当該子会社株式評価損は連結財務諸表においては消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

２．通期業績予想の修正 

（1）2022年3月期通期連結業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 47,500 3,800 3,900 2,700 121.75 

今回修正予想（Ｂ） 45,400 3,200 3,400 1,100 49.50 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,100 △600 △500 △1,600  

増 減 率 （ ％ ） △4.4 △15.8 △12.8 △59.3  

（ご参考）前期連結実績 

（2021年3月期） 
49,673 3,945 3,737 2,525 113.90 

 

 

 

 

g00005
東証マーク13mm



（2）2022年3月期通期個別業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日） 
 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 44,500 3,400 2,500 112.73 

今回修正予想（Ｂ） 42,800 3,200 1,400 63.00 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,700 △200 △1,100  

増 減 率 （ ％ ） △3.8 △5.9 △44.0  

（ご参考）前期個別実績 

（2021年3月期） 
47,124 3,455 2,799 126.24 

 

 

３．修正の理由 

通期の業績予想（連結・個別）につきましては、前期の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う衛生・巣ご

もり需要が落ち着き、売上高、営業利益、経常利益ともに前回予想を下回る見込みとなりました。 

また、上記の通り特別損失を計上したことに伴い、親会社株主に帰属する当期純利益も前回予想を下回る見

込みとなりましたので、上記の通り修正いたします。 

なお、配当につきましては、当初の計画通り１株につき年間38円に変更はありません。 
 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成しており、実際の業績は様々な要因により予

想数値と異なる可能性があります。 
 

以  上 


